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                                                              佐藤正道 
 
                                       要約 
 日本の不登校の問題を考える上で，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。筆
者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 1 年毎に
ERIC および  PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード
school  
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。そ
の継続研究として 2004 年の文献 133 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, school 






様，ERIC データベースと DIALOG データベースの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO
データベース)を用い，文献検索を行おうとした。しかし，ERIC データベースは 2003 年の文
献以降，データベースの検索形態を変更したため，2003 年以降の文献については，年毎の検索
ができなくなった。2004 年の文献についても検索方法が変更のままで，同様の形態の検索がで
きない状態である。2004 年の文献については，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS のみとなる。
検索方法は，インターネット経由での作業を行った。これらの中から不登校との関連が考えら
れるものについて，キーワード毎に分類した。筆者の作業(1992a)に続くこの継続研究は，今回
で 14 年目に当たるが，同一規準で 14 年分の作業をし，世界での傾向を把握する基礎研究の 2004
年分である。なお，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS での検索形態が変更になった段階でこの
基礎研究は終了することとする。 
 DIALOG データベースでの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関する
文献が 293 件，school dropouts に関する文献が 203 件，school phobia に関する文献が 205 件，
school refusal に関する文献は 132 件であった。 
 PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS データベース 833 件の文献の中で不登校との関連が考えら
れる 133 件について，キーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 




  １ school attendance に関する研究の概観 
 2004 年の school attendance をキーワードに持つ文献は 293 件が見いだされる。これらのうち，
ここでは 45 件を概観する。国別では，アメリカ合衆国が 30 件，英国が 7 件，カナダが 3 件，




の記録によるものであるという。児童と介護人との 219 組の中で，42 人(19.2%)は，少なくと
















いう Will の主張についての結論も登校することで積極的に褒美を Will に与えるということに
ついても行わなかったという。家にいるときには，自分の勉強をし他の人を避けていたという。
Will は静かで，自分の席で動かなかったという。学校と友達と遊ぶのが好きで勉強はそれほど
























































































によって欠席となった日数の中央値で 2 群に分けられたという。頭痛による欠席が 2 日間以下
(低い欠席)の青年男女が，2 日間(高い欠席)以上の者と比較されたという。結果によると，低
い欠席群と比べて，高い欠席群は，児童うつ病検査において高得点(8.7+/-6.5 対 6.8+/-6.2,P<.05)





ことができなかったという。なお，この文献は，school dropouts にも関連している。 
  Mehana ら(2004)は，1975 年と 1994 年の間の研究でメタ分析を用いて，幼稚園から 6 年生の
初等学校の児童の読解力と算数の成績に関して，学校の移動についての効果を評価している。
移動性とは，学校での何らかの変化と定義されたという。26 件の研究の実例の大きさが，62～




























この文献は，school dropouts にも関連するものである。 






上げられているという。少なくとも 2 年間，治療介入を受けた 147 人の生徒による有効性の評
価の結果から，欠席や遅れが減少し，5%以下になった生徒の増加によって証拠として生徒の参
加水準を増加させたという。生徒を認識した学校職員の 90%以上 123 人が，参加水準の増加を
感じており，親から報告を受けた学校職員の 87%が，児童の教育が一層支援的になったと述べ











  Farmer ら(2004)は，田舎の低収入の地域社会の中等学校の生徒の学業的，個人的特性の関連

























ADHD の症状のある 398 人の児童青年の国家的対象者について，専門家の援助の必要性に関す
る親の認識，親子に対する子どもの問題の影響，6 ヶ月にわたって用いられたサービスの関係
が，調査研究されたという(回答率 70%)。児童に対する診断面接検査(第 4 版)と基本的な質問












  Heyne ら(2004)については，school attendance にも関連するが，school refusal において取り上
げることとする。 












  Kosterman ら(2004)は，社会発達モデル(Catalano & Hawkins, 1996)を子どもの反社会的行動






























ータに基づくと，出生者の 14.6%に当たる１年当たりおよそ 85,000 人から 90,000 人の子どもが
会話言語障害であると考えられるという。１カ所の Primary Care Trust だけからの結論であるの
で慎重に取り扱われなければならないが，サービス計画を導く情報により小児科の会話言語療
法サービス管理者に提供されるものであると述べている。 




























しい荒々しい心， 作業進行の 4 つの比較的狭い特色と同様に，心地良さ，誠実さ，感情的安定
性，外向性，開放性の 5 大人格的特性を調査研究している。参加者は，248 人の 7 年生，321




















































  Harrison ら(2004)は，都市に住む児童の精神健康へのケアへの道すじを調査研究し，なぜケ
アが受けられなかったかの理由を展開している。単一の縦断的デザインが，外来の児童精神健
康診療所への初期の出席率を調査研究し，都会に住む児童と家族の初期のサービス利用に関す




































































する 4 つの仮説が論じられている。 





































  Brandibas ら(2004)は，school attendance にも関連するが，school refusal において取り上げる
こととする。 
  Reid(2004)は，怠学及び不登校の異なった形態に立ち向かう長期戦略のアプローチの実行を





  Garralda ら(2004)は，児童期の慢性的疲労症候群(CFS)と他の小児科障害での，損傷，病気
での態度および対処メカニズムを比較することを目的として研究を行っている。関係者は，慢
性的疲労症候群の 28 人の児童青年，少年の特発性疾患の関節炎の 30 人と，情緒障害の 27 人で
あったという。慢性的疲労症候群の子どもは，特発性疾患の関節炎や情緒障害の子どもよりも，






















確認として，注意欠陥多動性障害の子どもの 14 ヶ月 NIMH 多重様式治療処置研究(MTA)から









された劣化にもかかわらず，9 ヶ月にわたって実行された MTA 行動治療の一般化と維持手続き
は，明らかに 14 ヶ月にわたって継続した改善がもたらされたと述べている。 









 ２ school dropouts に関する研究の概観 
 2004 年の school dropouts をキーワードに持つ文献 203 件のうち，関連の考えられる 43 件に
ついて概観する。国別では，アメリカ合衆国が 34 件，イスラエルが 4 件，フィンランドが 1















ラム治療介入を受けていない ELP 適格生徒 36 人と同じ高校の通常教育の生徒 50 人が，ELP を
受けている生徒と比較されたという。  ELP 生徒は，ELP 適格生徒で参加しなかった仲間に比
べると，かなり多くの割合で卒業し，一層内的に統制され，標準テストで示されるように成績
を上げ，より多くの社会的技能とより良い人間関係を発展させたという。 















た 1 つの学校から 17 人の小学校教師から最初のワークショップの評価を得たという。2 番目の




































































  Charlebois ら(2004)は，school dropouts にも関連するが，school attendance において取り上げ
ることとする。 












治療処置を完了した 23 家族と，治療処置を完了する前に研究から離脱した 23 家族が比較され




  Sussman ら(2004)によると，十代の若者の中で卒業する環境の予測の調査研究を行っている
ほとんどの研究が，全日制高校に通学する人々を調べているという。基点としてオルタナティ




























  Diamond ら(2004)は，学校がどのように高収益の責任政策に応じるのかを調べるために，高








  Breuner ら(2004)，Sheldon(2004)，Manz ら(2004)，Lehr ら(2004)は，school dropouts にも関
連するが，school attendance において取り上げることとする。 
  Haapasalo-Pesu ら(2004)は，大うつ病と診断された 12～18 歳の青年男女において，30～45mg
が投与量範囲のミルタザピンの抗抑うつ剤の効力と安全性を評価するために，85 日間の多中心
であり，open-label 研究を行っている。DSM-Ⅳの大うつ病の診断基準を満たし，基準線 18 の
Hamilton うつ病評価尺度 17 得点(HAM-D-17)である 15 人女子，9 人男子，計 24 人の患者が研
究対象となったという。主な測定結果は，HAM-D-17，Beck 抑うつ尺度(BDI)，臨床的包括的
印象尺度であったという。不安の兆候でのどのような変化も，Hamilton 不安尺度(HAM-A)を用
























































  Parker ら(2004)は，情緒的知性と高校での成績との関係の調査研究を行っている。アラバマ



























  Dunn ら(2004)は，学習障害(LD)と精神遅滞(MR)の生徒に対する高等学校中途退学の予測因
子について，調査研究を行っている。対象者は，中途退学した LD と MR の生徒 228 人と中途





立つと感じていない，望むべき結果を学校が準備していると感じていない MR の生徒の 0.16 に
対して，0.86 であったという。 
  Ready ら(2004)，Lounsbury ら(2004)，Wennberg ら(2004)，Charlebois ら(2004)，Reid(2004)









  Osana(2004)らによると，9 日間の治療介入が，統計調査概念の使用を通して，生徒の証拠と





























登校拒否生徒に対する特別支援学級卒業生 138 人のうち 56 人が，質問紙に応える意志を示した
という。質問紙は 56 人に送付され，33 人が応答を返送してきたという。結果から，登校拒否
者は卒業前に学校を離れ，不安定な方向であるが結局は適当な生き方を見つけ社会に適応する
ようなしばしば進路を変更したという。Saito は，入院した子どもに対する中学校の卒業生 106
人の，卒業後 10～27 年後の 10 年間の追跡調査を行っているが，卒業生の 73％は卒業後 10 年
間に十分な社会的適応を示していたという。登校拒否者の予後は，一般に考えられているほど
貧弱なものではないと述べている。 
  Randolph ら(2004)によると，教育的専門家と他の者は，その後の教育的な結果における早い
時期の学校での体験の重要性を認識しているという。1989 年度から 1996 年度にアメリカ合衆

















































  Denny ら(2004)は，ニュージーランドからの合計 268 人の代替教育の生徒の社会的環境での
うつ状態に対する危機的要因と予防的要因について，調査研究をしている。うつ状態からの重
























  Gonzales ら(2004)によると，中学への移行の間，学校からの離脱や否定的な精神健康の軌道









   3   school phobia に関する研究の概観 
 2004 年の school phobia をキーワードに持つ文献 205 件のうち，関連の考えられる 32 件を取
り上げる。国別では，アメリカ合衆国が 27 件，英国が 1 件，ドイツが 1 件，オーストラリアが













  Stellenbosch ら(2004)は，児童青年での不安障害に対する薬物療法に関して知られていること
を概観している。ここでは，強迫性障害，全般性不安障害，分離不安障害，社会恐怖，社会不
安障害，選択緘黙，心的外傷性ストレス障害，および他の不安障害が含まれているという。 






  King ら(2004)によると，児童期の恐怖は通常の発達の一部であるが，DSM-IV で特定の恐怖
症と呼ばれる機能に干渉する恐怖を，子どもの重要な少数者が示しているという。特定の恐怖
と恐怖症には，マルチチャンネルの応答システムの認識的，生理的，明白な行動の指示物があ


































象者で 6 年間の追跡調査が行われたという。親の行動をコード化した挑戦的な作業 Blind に従












































害で 10.0%(se=2.2%)，社会恐怖に対して 6.8%(se=1.8)，選択緘黙に対して 6.8%(se=1.8%)，大






























12 の 40 分間のグループセッションから構成されている。グループセッションに加えて，生徒









































会不安障害の 8～11 歳の児童と 12～17 歳の青年男女 322 人が患者であったという。 適任の患
者は，1 日 10～50mg のパロキシチン投与群と偽薬群に任意に 1:1 に分けられたという。425 人
の患者が審査され，322 人が治療処置に任意に振り分けられたという。これらのうち，319 人は，
パロレキチン群 163 人，偽薬群 156 人と分けられたという。16 週間の最後の観察で終着点とな








  Becker ら(2004)は，リスペリドンとティアプライドの結合した治療処置の期間に分離不安障





  Biederman ら(2004)は，パニック障害(PD)，大うつ病性障害(MD)の親と子の間のメッセー
ジの形態に重要な診断的特異性があると先行研究では述べられているという。親と高いリスク
のある子の間の遺伝のこれらの形態が，病院への照会の流れによって加減されるかどうかを評
価されているという。 親の PD および広場恐怖(AG)と親の MD が，子どもの精神医学的障害
と機能的な結果の出現率を予測するのに，注意欠陥多動性障害のあるなしにかかわらず，若者









PD/AG と MD の家族の遺伝に記録される参照された対象者から，これまでの研究結果を参照さ
れなかった対象者に広げることになると述べている。 
 Hoven ら(2004)は，世界貿易センタービルの攻撃にさらされた衝撃の 6 カ月後の児童が表し
た分離不安障害(SAD)について，ニューヨーク市の公立学校の生徒を代表する対象者 8,236 人













  Olason ら(2004)は，児童多次元的不安尺度アイスランド版(MASC)の精神測定評価を 10～15


















  Birmaher ら(2004)によると，通常，パニック障害(PD)は，心理社会的，家族，仲間，学習上
の困難に付随する無力にする状態であるという(Moreau と Weissman,1992; Ollendick, Mattis, と
King,1994)。PD は，大うつ病性障害，薬物乱用，おそらくは自殺に対する増加した危機と関連
づけられるという(Moreau と Weissman,1992;Ollendick ら,1994; Strauss ら,2000)。そのような不
利な結果は，人生の早い時期に発症した人々には，一層一般的であるという(17 歳以
下,Weissman ら,1997)。 このようなことにもかかわらず，症状の発症から初期の治療処置まで















  Heyne ら(2004)は，school phobia にも関連するが，school refusal において取り上げる。 












評価が続けられなければならないという。CBT あるいは CBT の組み合わせに対する臨床的に
派生する指針が提供され，これらの推薦の経験的なテストが必要であるという。 







  Curry ら(2004)は，簡潔に DSM-IV の不安障害のそれぞれを記述することから始めている。
それぞれの障害の基本率が重複障害の確率に影響を及ぼすので，それぞれの障害と関連する重
複状態の広がりに属する研究を概観している。初めに不安障害での重複障害，次にその他のタ




























  4  school refusal に関する文献 
 2004 年の school refusal をキーワードに持つ文献 132 件のうち，関連の考えられる 13 件を取
り上げる。国別では，アメリカ合衆国が 7 件，日本が 2 件，スウェーデンが 1 件，オーストラ



































められた適任の 192 人の患者のうち，結果としての情報は 118 人(61%)が利用可能であったと






















  Ginsburg ら(2004)，Silverman ら(2004b)，Albano と Hack(2004)，Hoven ら(2004)，Ferdinand
ら(2004)，Kendall ら(2004)，Perwien ら(2004)，Albano ら(2004)，Ginsburg ら(2004)，Curry
ら(2004)は，school refusal にも関連するが，school phobia において取り扱った。また，McCluskey
ら(2004)，Mattison(2004)は，school refusal にも関連するが，school attendance において取り扱
った。 
 Hagekull と Bohlin(2004)によると，中期児童期の気むずかしい食事，頭痛，胃痛の不満の精
神身体的問題の展開を情緒的規定の見解から調査研究を行っているという。母親への愛着と親
の認知された統制のような否定的情緒性と家族の感情規定の要因の役割が研究されたという。


















  Chorpita ら(2004)は，若者の不安障害に対する認識行動療法(CBT)へのモジュール式アプロ
ーチの初期の効力を評価している。モジュール式 CBT は，子ども一人ひとりの強さと必要性に
明らかに一致する個別に記述された技術の誘導された組み合わせから構成されているという。7




  Cullinan ら(2004)は，情緒障害(ED)であるかどうかにかかわらず，女子生徒の間での情緒障
害の特性に関するデータを報告している。教師は ED の 5 つの特性と社会的不適応と呼ばれる
変数を測定するために，情緒障害評価尺度についての 689 人の国家的対象者の評価を行ったと
いう。ED であるかどうかの 2 つのカテゴリ，小・中・高の 3 つの学校段階，アフリカ系アメ
リカ人とヨーロッパ系アメリカ人の 2 つの民族を比較したという。ED の女子は，すべての変
数で，不適応の機能を示したが，学校段階のカテゴリと民族相互作用によるカテゴリは，異な










  Flannery-Schroeder ら(2004b)は，注意欠陥多動性障害(ADHD)，反抗挑戦性障害(ODD)，行
為障害(CD)のような外面化する重複障害の，不安障害の治療を受けた個人の 7.4 年の効果につ
いて調査研究を行っている。8～13 歳の 94 人の不安障害の子どもには，16 セッションのマニュ
アルベースの認知行動治療処置(CBT)が提供されたという。評価は，治療前，治療後，1 年後
に行われ(Kendall,et al.,1997)，94 人の対象者のうち 88 人が，7.4 年後の評価であったという
(Kendall, Safford, Flannery-Schroeder, & Webb)。治療前には，すべての対象者は，全般性不安障
害，分離不安障害，社会恐怖の主要な不安の診断を受けていたという。19 人は，11 人が ADHD，










  Ⅲ おわりに 
 2004 年の PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS における不登校に関連すると考えられる研究では，
単行本の形で出版され，その中での章が文献として取り上げられているものがいくつか見られ
ることが特徴としてあげられる。L'Abate, Luciano 編 Using workbooks in mental health，Ollendick, 
Thomas H.編 Phobic and anxiety disorders in children and adolescents， Morris, Tracy L.ら編 Anxiety 






 2004年の DIALOGデータベースでの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance
に関する文献が 293 件，school dropouts に関する文献が 203 件，school phobia に関する文献が
205 件，school refusal に関する文献は 132 件であった。2004 年の検索文献総数は 833 件であり，
このうち 133 件について取り上げた。検索文献件数は，1997 年 101 件，1998 年 95 件，1999 年
118 件，2000 年 166 件，2001 年 289 件，2002 年 280 件，2003 年 371 件であり，今年は 462 件
も増加している。各キーワード毎の経年変化については，そろそろまとめなければならないと
考えている。増減については今後も注目しておきたい。 
 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登




後も 2000 年代の１年毎の概観のアプローチをしていく必要があると考える。 
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